

























































































































市町村名 公表年 参考：人口（2016年） 市町村名 公表年
参考：人口
（2016年）
札幌市 H23,17,12 1,941,832 神戸市 H23,17,12 1,547,850
釧路市 H23,17,12 176,576 姫路市 H12 541,497
別海町 H23 15,695 豊岡市 H23,17,12 84,823
盛岡市 H12 294,106 朝来市 H21 31,854
さいたま市 H23,17,12 1,270,476 笠岡市 H26 51,219
千葉市 H27,23,17 964,424 美作市 H24 29,214
横浜市 H23,17,12 3,729,357 広島市 H17,12 1,191,030
川崎市 H23,17,12 1,459,768 廿日市市 H23 117,292
相模原市 H23,17 716,643 松山市 H24 517,057
三島市 H23 111,601 新居浜市 H24 122,347
福知山市 H12,7 80,019 北九州市 H23,17,12 971,608
舞鶴市 H7 86,124 福岡市 H23,17,12 1,500,955
宮津市 H26 19,116 熊本市 H23 735,234
大阪市 H23,20,17,15,12 2,681,555 水俣市 H17 25,893
堺市 H17 845,960 由布市 H23 35,349
豊中市 H17 403,030 鹿屋市 H23 104,949
































































































































>=0.999 18 (16.7%) >=0.96 10 (9.3%)
>=0.99 27 (25.0%) >=0.95 13 (12.0%)





最大 最小 平均 最大 最小 平均
青森 0.956 (山形) 0.754 (宮崎) 0.817 大阪 0.955 (山口) 0.699 (山梨) 0.849
山形 0.894 (岐阜) 0.744 (山梨) 0.839 和歌山 0.964 (千葉) 0.725 (山梨) 0.827
茨城 0.959 (岡山) 0.701 (佐賀) 0.845 鳥取 0.892 (高知) 0.764 (宮崎) 0.819
群馬 0.921 (岐阜) 0.705 (佐賀) 0.830 岡山 0.995 (千葉) 0.681 (佐賀) 0.833
埼玉 0.924 (岐阜) 0.742 (山梨) 0.846 山口 0.955 (大阪) 0.749 (佐賀) 0.861
千葉 0.995 (岡山) 0.726 (佐賀) 0.840 徳島 0.898 (埼玉) 0.727 (山梨) 0.836
神奈川 0.947 (大阪) 0.699 (山梨) 0.835 香川 0.885 (石川) 0.743 (佐賀) 0.799
富山 0.899 (岐阜) 0.738 (佐賀) 0.823 高知 0.898 (青森) 0.729 (神奈川) 0.794
石川 0.890 (岐阜) 0.747 (山梨) 0.835 佐賀 0.835 (鳥取) 0.681 (岡山) 0.752
山梨 0.825 (岡山) 0.699 (神奈川) 0.752 長崎 0.885 (鳥取) 0.786 (岡山) 0.833
岐阜 0.933 (山口) 0.754 (山梨) 0.859 宮崎 0.856 (徳島) 0.731 (神奈川) 0.783













































道表 道央 道南 道北 オホーツク 十勝 釧路・根室
道表 1.000
道央 0.981 1.000
道南 0.948 0.969 1.000
道北 0.945 0.966 0.996 1.000
オホーツク 0.938 0.919 0.946 0.951 1.000
十勝 0.935 0.956 0.985 0.988 0.941 1.000
釧路・根室 0.919 0.939 0.964 0.968 0.968 0.967 1.000
出所：筆者作成。
表 6　北海道内各地域の特化係数の相関
道央 道南 道北 オホーツク 十勝 釧路・根室
道央 1.000
道南 0.408 1.000
道北 0.389 0.830 1.000
オホーツク 0.306 0.735 0.907 1.000
十勝 0.418 0.726 0.829 0.841 1.000










































11 ） この 1名が、産業連関表作成を中心的に行ってきた人材であり、退職に伴い定数の減員が行われた。
12 ） 2013年 11月 19日、釧路市産業連関研究会、釧路市提供資料より作成。
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